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新たな時代に対応し
持続的発展を

　
組
合
員
並
び
に
関
係
各
位

の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
渦
に
負
け
ず
、
お
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
事
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
日
本
を
始
め
世

界
中
に
と
っ
て
大
変
な
苦
難

の
年
で
し
た
。
経
済
は
一
部

の
国
を
除
い
て
急
ブ
レ
ー
キ

が
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
や
む
を
得
ず

延
期
に
な
っ
た
「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
が
、
国
内
で
の
感

染
者
数
は
週
毎
に
全
国
各
地

で
記
録
更
新
し
て
お
り
、
開

催
さ
れ
る
か
ど
う
か
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　
政
府
は
感
染
者
増
加
が
著

し
い
１
都
３
県
に
昨
年
４
月

以
来
２
度
目
の
「
緊
急
事
態

宣
言
」
を
発
出
す
る
予
定
で

す
。
日
本
経
済
は
、
よ
う
や

く
大
企
業
の
自
動
車
関
連
製

造
業
を
中
心
に
回
復
の
兆
し

を
見
せ
る
な
ど
、
好
転
し
て

来
た
と
こ
ろ
だ
け
に
非
常
に

残
念
で
す
。

　
し
か
し
、
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
」
が
２
月
下
旬

か
ら
始
ま
る
と
の
事
で
す
。

安
全
性
・
有
効
性
の
問
題
で

過
度
の
期
待
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て

は
朗
報
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
厚
木
市
や

愛
川
町
で
は
、
大
型
台
風
に

よ
る
災
害
の
被
害
が
発
生
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
１
９

年
の
台
風
19
号
で
は
、
各
地

に
大
き
な
爪
痕
が
残
り
、
復

旧
作
業
が
今
な
お
続
い
て
い

る
被
災
地
も
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営

な
ど
、
複
合
災
害
対
策
は
各

自
治
体
で
も
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
年
の
始
ま
り

に
、
平
穏
無
事
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

神奈川県内陸工業団地協同組合
理事長　柴﨑 安弘

　
さ
て
、
当
組
合
の
主
要
な

活
動
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

６
月
の
通
常
総
会
は
、
規
模

を
縮
小
し
、
時
間
を
短
縮
す

る
な
ど
感
染
症
対
策
の
う
え

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
、
行
政
や
経

済
な
ど
各
界
か
ら
多
く
の
ご

来
賓
を
お
迎
え
し
て
盛
大
に

開
催
す
る
新
年
の
賀
詞
交
換

会
は
、
遺
憾
な
が
ら
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
特
別
委
員
会
に

於
い
て
重
要
度
と
緊
急
性
に

絞
っ
て
検
討
し
た
組
合
会
館

の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
も
、

先
送
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

の
結
論
に
至
り
、
期
待
い
た

だ
い
た
皆
様
に
は
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
経
年
劣
化
に
伴
う
外
壁

落
下
や
耐
震
性
な
ど
、
問
題

が
解
消
さ
れ
て
は
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
団
地
内
道
路
待

機
車
両
対
策
な
ど
、
必
要
と

さ
れ
る
取
り
組
み
も
ご
ざ
い

ま
す
。
経
済
状
況
や
社
会
情

勢
な
ど
、
様
々
な
時
流
に
目

を
配
り
、
で
き
る
だ
け
早
く

慎
重
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
組
合
員
の
皆

様
・
関
係
各
位
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
時
流
を
捉
え

各
種
取
り
組
み
を
推
進
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
並
び
に

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
お
健

や
か
に
令
和
３
年
の
新
春
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
人
智
を
超

え
た
猛
威
に
驚
愕
し
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
、
緊

急
事
態
宣
言
発
出
に
よ
る
外

出
規
制
な
ど
予
想
を
超
え
た

リ
ス
ク
の
重
大
さ
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
県
で
も
感
染
者
の
増
加

に
よ
る
、
経
済
に
与
え
た
影

響
は
大
き
く
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
、
風
評
被

害
、
海
外
経
済
の
減
速
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
低
迷
が
、
産

業
の
空
洞
化
を
加
速
化
さ
せ

て
お
り
、
企
業
経
営
は
翻
弄

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
感
染
防
止

策
や
感
染
症
収
束
後
の
支
援

を
含
め
、
経
済
再
生
の
た
め

日
本
全
体
が
一
丸
と
な
り
、

息
の
長
い
取
り
組
み
へ
の
覚

悟
を
問
わ
れ
る
年
と
な
っ
た

と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
厳
し

い
状
況
を
自
助
・
公
助
は
も

と
よ
り
、
お
互
い
の
力
を
あ

わ
せ
て
乗
り
越
え
て
い
く

「
絆
」
や
、
「
共
助
」
の
大

切
さ
を
改
め
て
確
認
し
た
一

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
、
私
ど
も
中
小
企

業
組
合
の
基
本
は
、
明
日
へ

の
希
望
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の

源
泉
と
な
る
相
互
扶
助
の
精

神
で
あ
り
、
改
め
て
中
小
企

業
の
連
携
組
織
の
存
在
意
義

と
有
効
性
が
、
真
に
評
価
さ

れ
る
と
き
が
き
た
と
い
え
ま

す
。
実
際
、
中
小
企
業
組
合

と
い
う
絆
の
力
が
発
揮
さ

れ
、
共
同
事
業
再
構
築
や
成

長
分
野
を
キ
ー
と
す
る
新
た

な
事
業
を
展
開
す
る
気
運
も

生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
と
し
ま
し
て
も
、
新

た
な
年
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
の
支
援
方
法
を
模
索

し
な
が
ら
、
神
奈
川
県
や
国

の
中
小
企
業
施
策
を
活
用

し
、
一
つ
で
も
多
く
の
成
果

に
結
び
つ
く
新
た
な
連
携
事

業
、
組
織
づ
く
り
や
中
小
企

業
の
経
営
革
新
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
時
代
の
変
化
に

対
応
す
る
中
小
企
業
組
合
及

び
中
小
企
業
の
皆
様
か
ら
、

ご
満
足
し
て
い
た
だ
く
支
援

を
目
指
し
、
県
内
中
小
企
業

の
振
興
・
発
展
に
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
11
月
25
日
に

は
27
年
ぶ
り
に
神
奈
川
で

「
中
小
企
業
団
体
全
国
大

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
中
小

企
業
の
更
な
る
成
長
、
発
展

の
契
機
と
な
る
よ
う
な
、
神

奈
川
ら
し
い
大
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
会
員
及

び
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
昨
年
に
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　新年明けましておめでとうございます。昨年は新型
コロナウイルスの影響により、組合員企業の皆様にお
かれては、生産調整・営業活動の自粛・時差出勤・テレ
ワークなど、様々な対策や対応に追われた一年だった
と思います。組合事業においても会議の中止や研修
会の延期など感染拡大の防止に努める一方、団地内
道路での長時間駐車対策やゴミのポイ捨て防止対策
など、新たな取り組みも始めたところです。
　年末年始休業中に新型コロナ感染の縮小に期待し
ていたところですが、拡大に歯止めはかからず、緊急
事態宣言が発出される事となり、対策は暫くの間続
けなければならない状況です。組合としてはテレ
ワーク・リモート会議に対応可能な環境を整えるた
め、会館3階の会議室にWi-fi環境を整備しました。ぜ
ひ、ご利用いただきたいと思います。
　ウイルス拡大を防止しながらの経済活動の推進と
いう困難な状況を組合員企業一丸となって取り組み、
組合の付加価値向上に繋げていく時と考えています。
手洗いとうがい、そしてマスクの着用を続け、体調管
理には充分にご注意いただきたいと思います。今後も
事務局一同、組合の発展と組合員企業の皆さまのご
繁栄のため、努力を続けますのでどうぞよろしくお願
いいたします。

事務局より

災害に備えて共同防災訓練を実施
11月25日　感染症対策で規模を縮小

災
害
対
策
本
部
を
設
置

情
報
伝
達
な
ど
を
確
認

　当
組
合
で
は
、
今
年
度
も

共
同
防
災
訓
練
を
11
月
25
日

に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　例
年
、
多
く
の
会
員
事
業

所
に
ご
参
加
い
た
だ
く
訓
練

で
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
規
模
を

縮
小
し
て
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、
午
後
１
時
10

分
に
大
地
震
が
発
生
し
た
想

定
で
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
密
閉
空
間
を
避
け
る

た
め
、
団
地
会
館
駐
車
場
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
厚

木
市
や
愛
川
町
の
危
機
管
理

担
当
課
と
の
無
線
連
絡
の
ほ

か
、
資
機
材
の
確
認
が
行
わ

れ
、
昨
年
度
か
ら
導
入
し
た

カ
セ
ッ
ト
バ
ス
ボ
ン
ベ
を
使

用
す
る
発
電
機
を
使
用
し
、

動
作
確
認
や
、
非
常
照
明
の

点
灯
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
た
。
ま
た
、
災
害
時
の
対

応
で
は
、
団
地
内
を
８
つ
の

地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
被
害
状
況
確
認
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
災
害
時

の
対
応
も
例
年
通
り
と
は
い

き
ま
せ
ん
。
当
組
合
で
は
、

今
後
も
災
害
対
策
に
つ
い
て

の
体
制
づ
く
り
や
情
報
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

訓練では、団地内のブロックごと
に被害状況を確認し伝達する訓練
も実施（写真：岩井機械工業様）

① ② ③

④

共同防災訓練の様子①団地会館前に災害対策本部を設置②厚木市や
愛川町と無線機で連絡③受付で情報を確認④カセットガスボンベを
使った発電機を実際に使用して動作確認

団地内道路の環境と
美観の向上にご協力を

　内陸工業団地では、団地内道路での
長時間の待機車両や、ゴミのポイ捨て
が課題となっております。これを受け当
組合では、厚木市、愛川町、厚木警察署
と連携し、連名で啓発看板を作成いた
しました。団地内道路の街路樹等に、順
次設置してまいります。

2種類の看板を
作成いたしました

内陸工業団地内で清掃活動が行われました
　内陸工業団地の区域内道路で昨年11月14日、大規模な清掃活
動が行われました。当組合では、環境に配慮した美しい工業団地を
目指し、継続的な清掃活動を実施しております。今後もポイ捨て防
止に向けた啓発看板の設置など、注意喚起に努めてまいります。

　当組合からの委託事業で、愛川町シルバー
人材センターによる清掃活動が行われました。
場所は、西通りの西４丁目交差点から東４丁目
交差点までで、ペットボトルやお弁当の空き容
器など約10ｋｇのゴミを回収いたしました。

愛川町シルバー人材センター
　（一社）神奈川県トラック協会県央サービスセン
ター様によるボランティア清掃活動が行われまし
た。16社から55人が参加いただき、団地会館から
中１丁目交差点を経て、中４丁目交差点までを清掃
し、約110ｋｇのゴミを回収していただきました。

神奈川県トラック協会
県央サービスセンター様


